
 

 
千歳発着１２日間  ㈱世界紀行 

ご旅行条件 
■募集人数/16名様定員 ■最少催行人数/8名様 
■全食事付/朝食１０回[ビュッフェ]・昼食９回・夕食１０回 
■旅券必要残存期間/ポーランド入国時 6ヶ月以上 
■成田及び千歳空港利用料/¥4,300(別途必要) 
■国際観光旅客税/¥1,000(別途必要) 
■海外空港税･出国税/旅行代金に含まれております。 
■添乗員（千歳空港より）/全行程、社員添乗員同行 
■トランク往復無料託送サービス［ご自宅～空港～ご自宅］ 
※ビジネスクラス利用追加料金はお問合せ下さい。 
※成田発着：¥10,000引き 

 スケジュールと見どころ/お食事と宿泊地 

1 
千歳 → 成田 → ワルシャワ(市内観光)                            【スーツケース無料託送サービス ご自宅～空港】                                                          
■朝、千歳空港より全日空国内線にて、成田へ[07:40発]。  
■午前、成田空港よりポーランド航空または欧州都市を経由し、首都ワルシャワへ[10:15発/14:30着]。 
■着後、簡単なワルシャワ市内観光です。「ショパンの心臓」が安置されている聖十字架教会や社会主義時代の高層スター
リン建築･文化科学宮殿[237m]へご案内します。≪音楽の街ワルシャワに連泊≫です。      ×・✈︎・○[ワルシャワ泊] 

2 ワルシャワ (市内観光) （ジェラゾバボーラ） （ニエポカラノフ）                                                
■午前、ワルシャワ市内観光。復元された世界遺産ワルシャワ旧市街を聖ヤン大聖堂から、色鮮やかな旧市場広場、城門バ
ルバカンへと巡ります。1944ワルシャワ蜂起の記念碑も見学いたします。また、緑美しいワルシャワのシンボル･ワジェ
ンキ公園を訪れ、ショパンの像、ワジェンキ宮殿[外観]、ヤン･ソビエスキの像へと散策いたします。 

■午後、ジェラゾバボーラ村にて、ショパンの生家と曲想を練ったその庭を訪ねます。 
■途中、コルベ神父ゆかりのニエポカラノフに立寄ります。 
■夕刻、ショパン･ピアノ･ミニコンサートをお楽しみください。旧市街のレストランにて夕食です。 〇・〇・〇[ワルシャワ泊] 

3 ワルシャワ → 東方正教の村 → ビャウォヴィエジャの森                                              
■午前、ヨーロッパ･バイソン（ジュブル）が棲む『ヨーロッパに残された最後の原生林』世界遺産ビャウォヴィエジャの森
へ。途中、ポーランド最大の東方正教会建築「聖三位一体教会」のあるハイノフカ村に立寄ります。 

■午後、ヨーロッパ最後の秘境ビャウォヴィエジャ国立公園を観光します。ヨーロッパ･バイソンの観察センターなどにご案
内します。                                               〇・〇・〇[ビャウォヴィエジャ国立公園泊] 

4 ビャウォヴィエジャの森 → タタール人の村 → ポドラシェ地方･ビャウィストク(市内観光)                                            
■午前、『ポーランド辺境の宝物』と呼ばれるポドラシェ地方へ。ポドラシェ地方は切妻屋根とカラフルな両開き窓で知ら
れ、ポドラシェ方言を話す先住民族が暮らしています。 

■古いモスクの残るタタール人のクルシニャニ村を訪れます。昼食は、タタール人の伝統料理をお召し上がりください。 
■午後、北東ポーランドの中心地ビャウィストクへ。「ポドラシェのヴェルサイユ」と呼ばれるバラニツキ宮殿、オールドマー
ケットなどを観光します。                                                                〇・〇・〇[ビャウィストク泊] 

5 ビャウィストク → ビエブジャ大湿原(コウノトリの村) → ユダヤ人の村 → マズーリ湖水地方                                      
■午前、ビエブジャ川沿いに広がるビエブジャ大湿原へ。欧州で『コウノトリの村』に選出されたペントヴォ村を訪問し、コウ
ノトリを観察します。 

■途中、ポーランド最大のユダヤ人の共同体があるティコチン村のシナゴークに立寄ります。 
■午後、『千湖の楽園』と呼ばれるマズーリ湖水地方へ[ユネスコ･エコパーク]。2600以上の湖沼と運河の牧歌的な田園地
方を巡ります。夕刻、湖水を繋ぐ水路の街ミコワイキへ。                 〇・〇・〇[マズーリ湖水地方/ミコワイキ泊] 

6 マズーリ湖水地方 → ヴォルフスシャンツェ → マルボルク城 → グダニスク                                                
■朝、自由の広場などミコワイキの散策をお楽しみください。 
■午前、ケントシン[旧ラステンブルク]郊外のヴォルフスシャンツェ（狼のネグラ）へ。ヒトラーがソ連攻撃を指揮し、「ワルキ
ューレ作戦」で暗殺されかけた要塞をご案内します。 

■午後、中世ドイツ東方騎士団領の都マルボルク[マリエンブルク]へ。美しい赤レンガ造りで中世ヨーロッパ最大の世界遺産マルボル
ク城を見学いします。「琥珀の歴史」展示館もご覧いただきます（逆光にならない午後での訪問です）。 

■夕刻、西プロイセンの都“旧ダンツィヒ”グダニスクへ。≪ハンザ同盟都市グダニスク旧市街に連泊≫です。    〇・〇・〇[グダニスク泊] 

7 グダニスク (市内観光) （ヘル半島）                                                                             
■午前、“反骨の港町”グダニスクのシンボル、東欧民主化の道を切り開いた「連帯」発祥の地モニュメントに立寄り、美しい
港町グダニスク旧市街[世界文化遺産暫定リスト]を観光します。モトワヴァ運河の倉庫群と街のシンボル･木造クレーン、ヨー
ロッパで最も美しい旧市場広場ドゥーギ通り、アルトゥスコート（旧ユンカーホフ）、黄金の門、オシャレなお店が並ぶネオゴシック様式
のマリアツカ通り、ヨーロッパ最大のレンガ造りの教会･聖母マリアツカ･バジリカなどを散策します。 

■昼食は、バルト海のシーフードをお召し上がりください。 
■午後、バルト海に横たわる全長３５kｍの砂州ヘル半島へ。白砂のヴィストゥラ砂嘴や伝統的な漁師の家などをご覧いた
だきます。途中、居心地の良いバーでバルト海の少数民族カシューブ人の料理を試食します。 

■夕食はライトアップされた旧市街のレストランにて。                                  〇・〇・〇[グダニスク泊] 

8 グダニスク → クラコク （カルヴァリア巡礼公園） （アウシュヴィッツ） [クレズマー]                                           
■朝、航空機にて、ヨーロッパを代表する古都クラコクへ。 
■着後、世界遺産カルヴァリア・ゼブジトフスカの景観複合体と巡礼公園の見学です。ベスキディ山脈を背景にした、「ポー
ランド十字架の道」の美しい宗教建築群をご覧ただきます。 

■午後、『負の世界遺産』アウシュヴィッツ強制収容所及びビルケナウ収容所を見学いたします。「アルバイト マハト フラ
イ」の門やコルベ神父の牢獄など丁寧にご案内します。 

■夕食は、映画「シンドラーのリスト」の舞台のユダヤ人街･カジミェシュにて。ユダヤ料理を｢クレズマー（ユダヤ音楽）｣とともにお楽しみ
ください。 ≪中世ポーランド王国の都クラコフ 3連泊≫です。                        〇・〇・〇[クラコフ泊] 

9 クラコフ （ドゥナイェツ川渓谷[筏下り]）  （タトラ国立公園[クロッカスの谷]）                                           
■早朝、ピェニヌィ山脈スロモビエツキエ湖畔の村スロモフツェ・ビジネへ。着後、世界遺産暫定リストピェニヌィ国立公園
のドゥナイェツ川渓谷を２００年続く昔ながらの木製の筏での川下りを楽しみます。スロヴァキアとの国境を流れ、「ヨー
ロッパで最も眺めの良い筏下りルート」とされています。■昼食は、タトラ山脈の玄関口ザコパネにて。 

■午後、タトラ国立公園[ユネスコ･エコパーク]のドリナ・ホホウォフスカへ。4月には、タトラ山脈のホホウォフスカ谷には
無数のクロッカスが咲いています。繊細で紫色の花が谷中を埋め尽くし、幻想的な景色です[2時間半のハイキングを予
定していますが、ご参加者の体力に応じて対応いたします]。                            〇・〇・〇[クラコフ泊] 

10 クラコフ (市内観光) (ヴィエリチカ岩塩坑) [ポーランド民俗舞踊]                                                               
■午前、『世界遺産第一号』 クラコフ旧市街の観光です。中世の城塁バルバカン、芸術家が集まるフロリアンスカ門、ヨー
ロッパ最大の広場リネク・グウヴヌィ（中央市場広場）、レトロな雰囲気のお店が並ぶ織物会館、「ラッパの時報」が悲しげ
なポーランドゴシックの代表･聖マリア教会には見事な聖壇があり国宝に指定されています。 

■ポーランド最古の美術館･チャルトリスキ美術館にて、ダ･ヴィンチの傑作『白貂を抱く貴婦人』も観賞いたします。 
■ヴァヴェル城の丘にて、歴代国王の戴冠式が行われ、ポーランド史における英雄的人物が埋葬されているヴァヴェル大
聖堂や、大聖堂宝物館を観光します。 

■午後、『世界遺産第一号』 ヴィエリチカ岩塩坑の見学です。美しすぎる塩の地下宮殿で、岩塩のチャペルや塩のシャンデ
リアなどソルトアートを観光します。 

■夕食時には、「クラコフ民俗アンサンブル」によるポルカなどポーランドの民謡やポロネーズなどポーランドの伝統的な
ダンスをご覧いただきます。                                              〇・〇・〇[クラコフ泊] 

11 クラコフ → ワルシャワ →                                                                
■昼、航空機にて、ワルシャワへ[12:00発]。 
■午後、ポーランド航空または欧州都市を経由し、帰国の途へ[15:10発]。                    ○・×・✈︎[機中泊] 

12 → 成田 → 千歳                                 【スーツケース無料託送サービス ご自宅～空港】                                                                                     
■午前、成田空港到着[08:35着]。 
■入国後、全日空国内線にて千歳へ[10:30発/12:15着]。千歳空港到着後、解散。                    ✈︎・×・× 

※表記の時間は、すべて現地時間で表示されております。 
※表記の「〇」はお食事の有無を示します。「✈︎」は機内食、「×」の食事は含まれておりません。 
※現地の都合によりスケジュールが変更される場合があります。その場合でも極力日程に従って旅行サービスが受けられるよう万全の手配努力を致します。 
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マズーリ湖水地方やヘル半島も訪れるポーランドの旅。ショパンやダ･ヴィンチにも注目。 

ポーランドの春～ 
バイソンの森･コウノトリの村･クロッカスの谷 

ご利用予定ホテル 

■ワルシャワ[２泊]：メルキュール･チェントルム、またはソビエスキ･ラディソンブルー★★★★[バスタブ付き] 
■ビャウォヴィエジャ国立公園[１泊]： ★★★★
■ビャウィストク[１泊]：メルキュール･ビャウィストク★★★★[シャワーのみ] 
■マズーリ湖水地方･ミコワイキ[1泊]：ミコワイキ･レジャー&スパ･ホテル★★★★★[バスタブ付き] 
■グダニスク[２泊]：ハンザホテル★★★★[バスタブ付き/旧市街] 
■クラコフ[３泊]：ホテル･クバス、ホテル･ギャラクシー、またはラディソンブルー★★★★[バスタブ付き] 

クラコフ民俗アンサンブル  

クロッカスの谷[ホホウォフスカ谷] 

 [旅行代金には燃油サーチャージが含まれております]

20２３年4月13日(木)発～4月24日(月)着…¥667,000 お一人部屋利用追加料金¥69,000  

 

◆【お食事について】アスパラガス、ポルチーニ茸、マッシュル－ムなど季節の野菜やバルト海のシーフードをはじめ、ポーランドのライ麦スープジュレック、きのこ
のスープズッパ･グジボヴァ、ポーランドのロールキャベツゴウォンプカ、大麦のチキンスープクルプニックなど、ポーランド料理は日本の皆さんの口に合うと評
判です。もちもちしたポーランドの餃子ピエロギ(ピレルク)は地域性が非常に強く、スープに入ったピエロギ、ポテトとチーズのピエロギ･ルスキェ、肉入りのピ

エロギ、野菜入りのピエロギなど様々な種類でお楽しみいただきます。ユダヤ人地区のユダヤ料理やタタール人の村でのタタール料理もご用意しました。過去、
量が多いとのお声が多かったため、基本的に昼食･夕食は３コースの設定です。具沢山のスープ+主菜+デザートとお考えください。時間がかかるため、コーヒ
ー、紅茶はご用意しておりません。 

◆「ヨーロッパで最も眺めの良い筏下りルート」ドゥナイェツ川渓谷で昔ながらの木製の筏での川下りを楽しみます。 
◆「ポーレチケ」や「森へ行きましょう、娘さん」など日本人にもなじみの深い歌やダンスをクラコフ民俗アンサンブルのパフォーマンスでお楽しみください。 
◆バルト海に横たわる全長３５kmの砂州･ヘル半島を観光します。 ◆ワルシャワ、グダニスク、クラコフ～美しい中世都市 3都市に連泊です。 

◆“ピアノの詩人”ショパンの国でショパン･ピアノ･ミニコンサートを鑑賞します。 
◆『負の世界遺産』アウシュヴィッツ強制収容所をはじめ、コルベ神父ゆかりのニエポカラノフ、ワルシャワ蜂起の記念碑、ヴォルフスシャンツェ（狼のネグラ）、「連
帯」発祥の地、「シンドラーのリスト」の舞台･カジミェシュなど 20世紀の歴史の舞台もご案内します。 

◆氷河期の置き土産である数千個もの沼や湖がクレーター状に点在し、その多くが水路や川で数珠のようにつながっているマズーリ湖水地方に宿泊しま
す。絵のような湖畔で牧歌的な田園地方の景色をお楽しみください。 

◆チャルトリスキ美術館にて、レオナルド･ダ･ヴィンチの傑作 『白貂を抱く貴婦人』を観賞します。 

◆ヨーロッパ･バイソンが棲む『ヨーロッパに残された最後の原生林』ビャウォヴィエジャの森を観光します。 
◆繊細で紫色のクロッカスの花がタトラ山脈の谷中を埋め尽くすホホウォフスカ谷にて、ハイキングで幻想的な景色をご覧いただきます。 

ツアーのポイント [一番のポイントはポーランドは世界有数の親日国です！] 

 

ビエブジャ国立公園の『コウノトリの村』 

 

クラコフ旧市街 

クラコフ民俗アンサンブル 

聖マリア教会[クラコフ] 

ホホウォフスカ谷 

ビャウォヴィエジャの森 
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